施設処遇会議　議事録

と　き：H18.5.15　13:40～15:20

ところ：青山荘地域交流室

　　　　　出席者：C.O.O・村田I.O.O・江刺家I.O.O・清水G.O.M

　　　　　　　長谷部・佐々木・小松・山田・山口・小田

（欠席者：壬生G.O.M・秋山G.O.M・小坂・坂本）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：四戸

議題

１：馬渡武光様（青風荘入所者様）の処遇について

２：宮陽子様（青山荘入所者様）の処遇について

３：其田淑子様（青明舎利用者様）の処遇について

１：馬渡武光様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　合併症：糖尿病（1600kcal、20単位）

　＜問題点＞

1 糖尿病による食事制限・おやつ制限により食に対する執着心が強い。糖尿食（20単位）

（盗食、他者の下膳したお膳から盗って食べる。ゴミ箱をあさる。）

介入方法→・食事制限に関して本人が分かりやすい言葉で説明、指導している。

　　　　　・ゴミ箱をあさるような行為をしたときには、その場で指導、衛生的な事も説明

　　　　　　　している。

　　　　　　・レク時の食事や特別食で、本人の要求を満たしている（食事制限しない）

2 生活リズムの確立

（早朝覚醒。３時頃に起床して着替えていることもある。遅くとも５時頃には起床している様子。）

介入方法→・起床時間の調整を促す。

　　　　　・日中の活動を充実させる。（デイナイトケアではプログラムに意欲的に取り組む）

3 対人関係

（コミュニケーション技術が未熟な為、スムーズな会話ができない。都合の悪い話は聞き入れない。）

介入方法→・積極的傾聴し言い換えする。

　　　　　・他者との疎通が図れないときには介入する。

＜評価＞

　糖尿食の管理をがっちりやってしまうと本人にとって大きな負担となってしまう為、おやつ（カロリーの少ないもの）を午前・午後で決めた分プラスしてみてはどうか。そうすれば、少しは満足感が増すのではないか。間食についても検討していく必要がある。本人の自己管理ができなければ、高齢者の施設も検討しなければならない。家族を交えて今後についての相談が必要である。

２：宮陽子様（青山荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　合併症：高脂血症

　＜問題点＞

1 これまで断薬による入退院を繰り返しており、病気に対する自覚がない。また、服薬の必要性に対しても曖昧であり、断薬のおそれがある。

介入方法→・薬はスタッフ管理から始め、約１ヶ月後より１日分ずつ自己管理となる。現在はすべて自己管理とし、週に２度職員が服薬ボックスを確認し、服薬管理を行っている。

　　　　　・これまでの断薬・再発の状況について定期的な振り返りを行い、自分の症状と服薬の必要性を自己認識できるよう促していく。

2 収入に応じた金銭管理ができない。

介入方法→・金銭管理に楽観的な部分があるため、退所後にどのくらいの収入が見込まれるか具体的に計算し、実質の収入を認識してもらう。

　　　　　・決められた収入でやり繰りできるよう、費目ごとに予算を決めて金銭管理を行う。

　＜評価＞

　　　根本的に目標が違っている。今までと同じことをやっていても結果は同じである。一人暮らしはまず無理だと考えられる。青山荘退所後はグループホームのような管理ができる施設に入所することが妥当である。現在の段階では一人暮らしは望めないことを理解してもらう。服薬については、促しよりも管理する方法を考えるべきである。

　　　注意兆候などについては情報収集し、他職員へも周知させなければならない。また、兆候は常に頭に入れておきチェックしておかなければならない。兆候が表れた時には、Drへ相談するなど対処方法について体制を作っておく。

２：其田淑子様（青明舎利用者様）の処遇について

　　病名：非定型精神病　　　

　＜問題点＞

1 自分本位な考えや意見が多い。

介入方法→・デイナイトケア利用や金銭の使途に対する物が多い。なぜそう考えるのか理由を聞き、デイナイトケアについては必要性の説明を行い、自分本位な考えや意見なのか指摘する。

2 体重増加がみられる

介入方法→・訪問時、来所時の食事や間食の摂取内容の確認

　　　・体重の定期的な計量

　　　・ウォーキングや体操等、運動の声掛け

3 生活費の配分の調整がうまくできない

介入方法→家計簿で支内容を把握し、配分が大きい項目については使途の必要性について考えてもらう。月初めにその月の使途の配分をしてもらい、その都度相談、助言を行う。

＜評価＞

宮様同様、問題点の見直しが必要である。保護者である兄が高齢であるため、兄が亡くなっ

た時のショックは大きいと考えられる。その時に症状が悪化しないようにアプローチしてい

くことも考えなければならない。

